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ハ リス大阪工場ではガムの原料 となるチクルは製造 しておらず.小 田原工場で製造 され

たものを用いて.そ れ以後の製造工程を行つているので 、建物 ・設備 が貧弱である。足ら

ない部分は,説 明,幻 燈で補って下さいという会社側の前置 きがあっ たが,オ ー トメーシ

ヨン化 された近代工場の見学を想像していただけにいささか物足 りなく思つた。
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 ガムの歴史 は今から1200隼 位前.メ キシコの原住民,マ ヤ族がサポデ イラ樹の幹か

ら出るゴムのような樹液 をとって噛んでいたのが始 まりで,天 然 チクルでは品質が一定し

ないので研究に研究が重ね ら派、,っいに チクルの精製に成功 した。

 日本では大正7年 に輸入 されたが中 々普及せず.,才 二次大戦後合成樹脂を利用 した国産

チクルが考 えられるようになり,非 常な勢い でガムが普及 されてきた という。

工場内に一一歩足を踏み入れると.コ ーヒ 渇オレンジガムの甘 い香 りがただよってくる。

小田原工場から送 られてくるハ リスが誇るGPチ クルに軟化剤及び砂糖,香 料等を配合 し

て出来たガムの塊 りを成型し,内 装.外 装の工程を経 て市販のガムがで きあがるのである。

 成型の所でガムを板状 にひき延 しているのは麺の製造の時の麺帯を思わせる。板 ガムの

他に糖衣 ガムも製造 されている。 この糖衣にはグラニユ ウ糖が用い られ ている。普通の砂

糖では吸湿性が大であるのでペタっく恐れがあるか らだそ うだ。そして薄 い液か ら濃 い液

の順に4回 位に分けて砂糖液をくぐらせ.市 販のガムが出来るのに4日 ～5日 程かかるそ

うである。又板 ガムに まぶしてある粉は澱粉で,こ 治は成型の時にすべ りをよぐするため

のものだそ うだ。

 1枚 の板 ガムに使わカるチクルの量の割合はどれ位だろ うか という疑問を持った。

これは1/5が チクルで後の残 りが糖分,そ の他の成分であるとい うお話であった。

 私たちが薗んで口に残る分量は相当多い様に感じられ,ず いぶんの割合を占めるだろう

と想像したが,以 外に少量 なのには驚 いた。

 作 られた新製品はいくっかの グループに試供 して嗜好調査を行えば,売 れ るか,売 れな

いかの判断 はすぐっ くそうである。そして近頃の嗜好 の傾 向 としては戦時中及びその直後

に比べて副食の甘味が強 くなったのに対してお菓子類の甘味が薄 くなった事が うかがわれ

るという。

 研究室 では品質の向上 、香料,甘 味料の添加物にっいて常に研究 され,色 々な精密機械

が備えられていた。中でも面白かったのは,他 桂の新製品 の香気成分などを分析 してしら

べる機械がある事である。

 幻燈では素晴 しい規模 と設備を持っ小田原工場の一貫製造工程が紹介 された。ハ リスの

誇るGPチ クルの製造法 は単量体モノマーか ら多量体ポ リマ ーにす る複 雑な重合方法が行

われ,バ レーをする少女に例 えて説明されたので興味深かつた。 しかし実際に見学出来な

かったのは残念である。今回の見学は時間に制限があり 、あわただしく終ったので.ガ ム

製造工程の表面 しかっかむ事ができなかったが,香 料,そ の他について もつ と深く質問す

れば意義 のある見学になっ ただろうと思う。

                  -9-一


